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平成２８年度における中部地方整備局管内の 
ダム事業費等監理委員会 開催結果（速報版）について 

 

 

ダム建設事業は、調査計画段階から用地補償、生活再建、ダム本体施工を経て管理

段階に至るまで、長い期間と多額の事業費を必要とするプロジェクトであり、事業者

として、これまでにも増して、より一層のコスト縮減、工期遵守に取り組んでいくこ

とが求められています。 
 

このため、平成２０年８月５日に各事業ごとに「ダム事業費等監理委員会」を設置

し、毎年、コスト縮減策やその実施状況、事業の進捗状況、工事工程の進捗状況等に

ついて、ご意見を頂いております 
 

平成２８年度についても、委員会を開催し、次のご意見を頂きました。 

 

 

 

＜開催結果（速報版）＞ 

【天竜川ダム再編事業費等監理委員会】http://www.cbr.mlit.go.jp/hamamatsu/ 

○堆砂対策の検討や関係機関との調整を精力的に進め、早期効果の発現を目指すべき

との意見をいただきました。 

 

【新丸山ダム事業費等監理委員会】http://www.cbr.mlit.go.jp/shinmaru/ 

○地質調査等は地質状況をみながら計画的に進めることとの意見をいただきました。 

 

【設楽ダム事業費等監理委員会】http://www.cbr.mlit.go.jp/shitara/ 

○事業費増についてはしっかり内容精査しておくこととの意見をいただきました。 

○埋蔵文化財調査は計画的に実施していくこととの意見をいただきました。 

○転流工では工事段階においてもコスト縮減に取り組むこととの意見をいただきま

した。 

 

【三峰川総合開発ダム事業費等監理委員会】http://www.cbr.mlit.go.jp/mibuso/ 

○国内初の貯水池対策について、他事業への展開を検討すべきとのご意見をいただき

ました。 

  ○湖内堆砂対策施設の運用に向けて下流環境に配慮したモニタリング計画を検討す

るようにとの確認をいただきました。 
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＜問合せ先＞   

          国土交通省中部地方整備局浜松河川国道事務所 

            副所長    堀江 幸生 

                      ＴＥＬ ０５３－４６６－０１１１ 

          国土交通省中部地方整備局新丸山ダム工事事務所 

            副所長    小池 仁 

                      ＴＥＬ ０５７４－４３－２７８０ 

                  国土交通省中部地方整備局設楽ダム工事事務所 

            副所長    武田 真吾 

                      ＴＥＬ ０５３６－２３－４３３１ 

          国土交通省中部地方整備局三峰川総合開発工事事務所 

            副所長    鈴木 明 

            ＴＥＬ ０２６５－９８－２９２１ 



天竜川ダム再編事業費等監理委員会 運営要領

第１条（総 則）

本要領は、「中部地方整備局ダム事業費等監理委員会設置要領（平成２１年４月２３日付、

国部整河計第１１号）」第６条の規定に基づき、天竜川ダム再編事業費等監理委員会（以下、

「委員会」という。）の運営に関する必要な事項を定めるものである。

第２条（組 織）

１．委員会は、別紙の委員をもって構成する。

２．委員長は委員の互選によって選出し、委員会を総括するものとする。

３．必要に応じ、委員長の指名する委員を追加することができる。

第３条（所掌事項）

委員長は、事務所長からの要請を請けて委員会を招集するものとする。委員会は、原則とし

て以下の事項について、確認を行うとともに意見を述べるものとする。なお、これ以外の事項

について、事務所長から要請のあった場合には、確認を行うとともに意見を述べるものとする。

１）事業の進捗状況

２）当該年度の予算と事業内容

３）当該年度の目標とスケジュール

４）コスト縮減策の具体的な内容

第４条（委員の任期）

委員の任期は、原則として委嘱のあった日から５年間とする。なお、５年以内に当該事業が

完成した場合は、管理に移行する日までとする。

第５条（事務局）

委員会の事務局は、浜松河川国道事務所開発工務課に置くものとする。

第６条（委員長への委任）

この要領に定めるもののほか必要な事項は、委員長が委員会に諮って定めるものとする。

附 則

この運営要領は、平成２１年１１月３０日から適用する。

平成２３年１１月１日 一部改定。

平成２５年８月２８日 一部改定。

平成２６年８月２６日 一部改定。

平成２７年８月２７日 一部改定。

平成２８年８月１８日 一部改定。

天竜川ダム再編事業費等監理委員会
資料－１



別紙

天竜川ダム再編事業費等監理委員会・名簿

委 員

区 分 専門分野 氏 名 所 属

環境経済ｼｽﾃﾑ 小川 芳樹 東洋大学経済学部総合政策学科／教授
お が わ よ し き

学識経験者

公認会計士 髙木 正樹 公認会計士髙木正樹事務所
た か ぎ ま さ き

マスコミ 井上 純 中日新聞社／論説委員
いのうえ じゆん

交通工学 松本 幸正 名城大学理工学部社会基盤デザイン工学
まつもと ゆきまさ

科／教授

ダム維持管理 松尾 直規 中部大学工学部都市建設工学科／教授
ま つ お な お き

ｺﾝｸﾘｰﾄ工学 内田 裕市 岐阜大学総合情報メディアセンター
うち だ ゆういち

高度情報システム開発研究部門／教授

関係機関等 長繩 知行 静岡県交通基盤部河川砂防局長
ながなわ ともゆき

若松 光希 電源開発(株)中部支店長代理
わかまつ こう き

（順不同、敬称略）

事務局等

区 分 氏 名 所 属

中部地方整備局 木村 秀治 河川部河川保全管理官
き むら しゆうじ

尾藤 文人 浜松河川国道事務所長
び とう ふみ と



天竜川ダム再編事業について

平 成 ２ ８ 年 ８ 月 １ ８ 日
国土交通省 中部地方整備局
浜 松 河 川 国 道 事 務 所

天竜川ダム再編事業費等監理委員会
資料－２
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１．事業の概要

１）流域の概要

天竜川は、幹川流路延長約213km、流域面積
5,090km2の我が国で有数の大河川です。
流域市町村には、約169万人（10市12町15村）の
人々が生活しており、この地域の産業・経済・社会・
文化の基盤の発展を築いてきました。

天竜川の流域概要

幹川流路延長 約213km

流域面積 5,090km2

流域市町村数 10市12町15村

流域市町村人口※ 約169万人

※出典： 平成22年国勢調査（総務省）

佐久間ダム（電源開発(株)S31完成）

愛知県北設楽郡
豊根村

静岡県浜松市
天竜区佐久間町

天竜川ダム再編事業
（佐久間ダム）

天竜川流域図

遠州灘

基準地点：鹿島

凡 例

東海道新幹線

鉄道 （ＪＲ）

鉄道 （私鉄）

高速道路

国道

県境

流域界

基準地点

想定氾濫区域

大臣管理区間

ダム

１



２）事業の目的及び計画内容（１）

（２）計画内容

○位置（天竜川水系天竜川）：（右岸）愛知県北設楽郡豊根村 （左岸）静岡県浜松市天竜区佐久間町

○計画内容

＜洪水調節＞
河川整備基本方針規模相当の洪水に対して、佐久間ダム地点で最大約2,900m3/sの洪水調節を行い、基準

地点鹿島における流量を、約19,000m3/sから約15,000m3/sに低減させる。

＜堆砂対策＞
恒久堆砂対策施設の整備により、ダム貯水池に流入する土砂をダム下流へ流下させ、洪水調節容量の恒久

的な維持を図る。これにより土砂移動の連続性が確保される。

天竜川ダム再編前後のダムの諸元

佐久間ダム
（再編前）

佐久間ダム
（再編後）※１ 差分※２

形 式
重力式

コンクリートダム
重力式

コンクリートダム
－

堤 高 155.5m 155.5m －

総貯水容量 32,685万m³ 34,300万m³ 1,615万m³増

洪水調節容量 0m³ 5,400万m³ 5,400万m³増

利水容量※ 20,544万m³ 16,760万m³ 3,785万m³減

※１：洪水期の容量を記載

※２：差分は四捨五入の関係により合わない場合がある
※現構造令の名称では、サーチャージ水位

に相当

〈現在の貯水池容量配分図〉 〈再編後の貯水池容量配分図〉
（洪水期：6/1～10/10）

（１）事業の目的

■利水専用の佐久間ダムを有効活用し、新たに洪水調節機能を確保して、天竜川中下流部の洪水氾濫から人々
の暮らしを守る。

利水容量

　洪水期　 167,596 千m3

　非洪水期 205,444 千m3

非越流部高　　EL.270.0m

制限水位　　　EL.255.0m

サーチャージ水位　EL.262.2m

常時満水位　　EL.260.0m

洪水調節容量　54,000 千m
3

最低水位　　　EL.220.0m

死水容量　121,404 千m
3

有効貯水

容量

221,596 千m
3

総貯水容量

343,000 千m
3

堤高

155.5m非越流部高　　EL.270.0m

設計洪水位　　EL.262.2m

常時満水位　　EL.260.0m

利水容量　205,444 千m
3

最低水位　　　EL.220.0m

死水容量　121,404 千m
3

有効貯水容量

205,444 千m
3

総貯水容量

326,848 千m
3

堤高

155.5m

※

２



２）事業の目的及び計画内容（２）

事業計画概要図

佐久間ダム

【放流設備】
・放流設備の増強

【恒久堆砂対策施設】
・恒久堆砂対策施設の整備により洪水調節機能の維持を図る

【洪水調節容量の確保】
・貯水池運用方法の変更
・貯水池掘削

恒久堆砂対策施設

放流設備の整備

スルーシング

洪水調節容量確保

貯水池掘削

佐久間ダム

秋葉ダム（電源開発（株））

放流能力増強

貯水池運用方法の変更

【堆砂対策】

【洪水調節】

佐久間ダム（電源開発（株））

天竜川ダム再編事業のイメージ

（２）計画内容

３



３）事業の経緯

年 月 内 容

平成16年 4月 実施計画調査に着手

平成18年 5月 天竜川ダム再編事業技術工法検討委員会を設立

平成18年 7月 天竜川ダム再編事業環境検討委員会を設立

平成20年 1月 天竜川ダム再編事業技術工法検討委員会とりまとめ

平成20年 3月 天竜川ダム再編事業環境検討委員会とりまとめ

平成20年 7月 天竜川水系河川整備基本方針を策定

平成20年 7月 天竜川ダム再編事業 排砂工法実証実験検討委員会を設立

平成21年 4月 建設事業に着手

平成21年 7月 天竜川水系河川整備計画を策定

平成24年 7月

事業評価監視委員会にて審議（事業継続）
対応方針：天竜川の治水安全度の向上のために、新たな洪水調節機能を確保することの重要性に
鑑み、効果の早期発現に向け、事業の進め方を含めた段階的な対応について検討するとともに、引
き続き恒久堆砂対策施設について検討を進めていくこことする。

平成25年 2月

天竜川ダム再編事業 排砂工法実証実験検討委員会（とりまとめ）

これまで蓄積された知見を踏まえ、今後は、砂質土を対象とした吸引方式の適用と、他に考えられ
る排砂方法も含め比較検討した上で、佐久間ダムの排砂計画を策定する。

平成28年 2月

天竜川ダム再編事業 恒久堆砂対策工法検討委員会（第１回）

（恒久堆砂対策施設の具体化に向け、佐久間ダムに流入する土砂の適切な処置が可能な工法に
ついて、専門家からの意見・助言を聴くことを目的として設立）

４



４）天竜川ダム再編事業 今後のスケジュール（案）

対策項目 当面 将来

洪
水
調
節

兼用化に向けての調整

段階的な治水効果発現に
向けての検討

放流設備の整備

堆
砂
対
策

置土

堆砂対策工法の選定・設計

堆砂対策施設の整備

秋葉ダムスルーシング

※今後の事業スケジュールについては、社会情勢の変化や事業展開に応じて変更の可能性有。

事業完了

運用開始

運用開始

置土による排砂置土実験

スルーシング実証実験 スルーシング

５



実施内容

放流設備 放流設備検討

洪水調節容量確保

排砂方法・施設の検討

実証実験

置土実験・モニタリング調査

計画内容

洪水調節

堆砂対策 恒久堆砂対策施設

効果の早期発現に向けた段階的対応の検討

５）事業の進捗状況

○予算執行状況
・Ｈ２７年度 ３．５５億円

・Ｈ２８年度 ４．３５億円

・Ｈ２７年度迄 約 ９８億円 （進捗率約１３％）

恒久堆砂対策施設の検討や排砂による環境への影響を把握するための置土実験・モニタリング調査とともに、事業
効果の早期発現に向けた検討を進めています。

置土実験

○実施予定内容

置土実験

現地実証実験

○実施内容

配置計画
放流設備

恒久堆砂対策施設
設計

施 工

（用地・工事）

洪水調節
放流設備の検討

６



○平成２７年度予算額 ○事業目標

２．平成２７年度予算

１）実施内容

・３．１８億円 ※工事諸費等除く

○事業目標
・洪水調節として事業計画の詳細検討、堆砂対策として排砂方法
及び施設配置の検討を実施

工事費（１．１）

①借地料・光熱費等（約１．１）

測量設計費（３０７．９）

①洪水調節
・事業計画の詳細検討（約２９．０）
・管理設備の検討（約２０．０）

②堆砂対策
・排砂方法及び施設配置の検討（約８０．０）
・置土実験（約８０．０）

③環境調査
・モニタリング調査（約６８．５）

④その他
・共通経費等（約３０．４）

船舶及び機械器具費（８．９）

①電気通信設備維持保守点検等（約８．９）

(百万円）当初

・佐久間詰所の借地料・光熱費

工事費（０．６）

①借地料・光熱費等（約０．６）

測量設計費（３０８．４）

①洪水調節
・事業計画の詳細検討（約４８．４） 検討の前倒し実施
・管理設備の検討（約２３．３） 数量の精算

②堆砂対策
・排砂方法及び施設配置の検討（約９９．２） 検討の前倒し実施
・置土実験（約４３．９） 過年度実施分の流出状況

を鑑み、置土をとりやめ

③環境調査
・モニタリング調査（約６２．５） 数量の精算

④その他
・共通経費等（約３１．１） 数量の精算

船舶及び機械器具費（８．９）

①電気通信設備維持保守点検等（約８．９）

・佐久間詰所の借地料・光熱費 数量の精算

変更

▲０．５

＋０．５
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２）事業実施箇所

凡 例

H26以前実施箇所

H27実施箇所

H28以降

平岡ダム

秋葉ダム

貯水池掘削

土砂バイパストンネル

放流設備

佐久間ダム

置土実験

船明ダム

覆砂実験

覆砂実験

覆砂観測

工事用道路

置土実験
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３）個別説明 排砂方法及び施設配置の検討（測量設計費）

氏名 所属等 備考

池口 幸宏
電源開発株式会社 土木建築部
設備計画室長

櫻井 寿之
国立研究開発法人 土木研究所 水工研究グループ
主任研究員

鈴木 徳行 名城大学 名誉教授

角 哲也 京都大学 教授 委員長

戸田 祐嗣 名古屋大学大学院 教授

服部 敦
国土技術政策総合研究所 河川研究部
河川研究室長

福濱 方哉
国土技術政策総合研究所 河川研究部
水環境研究官

藤田裕一郎 名古屋女子大学 特任教授

項 目 従来の検討工法 今回の検討工法

貯水池の土砂排除方法
洪水時

吸引工法（新技術）
平常時

掘削・浚渫→ストックヤード

下流河川還元方法
洪水時

排砂トンネルで還元
洪水時

集積土砂をゲート放流水で還元

従来の検討工法

■天竜川ダム再編事業恒久堆砂対策工法検討委員会 ■恒久堆砂対策工法の見直し

第1回 天竜川ダム再編事業恒久堆砂対策工法検討委員会（H28.2.25）

五十音順、敬称略

今後の検討工法

当初（百万円） 変更（百万円） 増減理由

約80.0 約99.2 → 約19.2増
排砂方法や施設の配置の検討に加えて、掘削土砂の運搬や揚砂場
の概略的な設計を推進したため

H28.2.25時点 ９



３）個別説明 置土実験（測量設計費）

■置土位置図

船明ダム

新豊根ダム

秋葉ダム

佐久間ダム

水窪川

大千瀬川

H26年度

平成26年度実施 置土実験状況平成25年度実施 置土実験状況

※平成28年5月洪水で一部流出※平成27年4月洪水で一部流出

■置土の設置状況

■河道変化状況の調査

横断測量調査 河床材料調査

H25年度

出水時土砂調査

H27.4撮影 H28.5撮影

当初（百万円） 変更（百万円） 増減理由

約80.0 約43.9 → 約36.1減
平成25年度・26年度で設置した置土の流出状況に鑑み、H27置土設
置をとりやめたため
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３．平成２８年度予算

１）実施内容

○平成２８度予算額

工事費（０．８）

①借地料・光熱費等（約０．８）

測量設計費（３８５．５）

船舶及び機械器具費（１０．５）

①電気通信設備維持保守点検等（約１０．５）

○事業目標

(百万円）当初

・当初：３．９７億円 ※工事諸費等除く

・佐久間詰所の借地料・光熱費

・洪水調節として貯水池運用の検討、堆砂対策として排砂方法及
び施設配置の検討を実施

①洪水調節
・貯水池運用の検討（約３０．０）

②堆砂対策
・排砂方法及び施設配置の検討（約９０．０ ）
・置土実験（約１５０．０ ）

③環境調査
・モニタリング調査（約７０．０ ）
・環境調査（約３４．９）

④その他
・共通経費等（約１０．５）
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２）事業実施箇所

※置土地点については、今後の事業展開により変更することがあります。

平岡ダム

秋葉ダム

貯水池掘削

放流設備

佐久間ダム

置土実験

船明ダム

覆砂観測

覆砂観測

覆砂観測

凡 例

H27以前実施箇所

H28実施箇所

H29以降

置土実験

工事用道路

土砂バイパストンネル
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３）個別説明 排砂方法及び施設配置の検討（測量設計費）

委員会（第1回）での確認事項と今後の主な検討事項

恒久堆砂対策工法

○恒久堆砂対策工法の評価・選定方法

○対策手法と場所 ： 貯水池内での土砂排除

○維持河床を設定

○土砂排除方法と土砂処置方法 ： 掘削・浚渫した土砂を下流河川に還元

○下流河川還元方法
： 佐久間ダム直下のストックヤードに集積、ゲート放流水で還元

○ストックヤード規模 ： 規模を大きくするとトータルコストが漸減傾向
⇒ ストックヤードの概略設計

○掘削(陸上)土砂の運搬方法(案)
： 土運搬船→揚砂場(仮置場)→ベルトコンベヤ→ストックヤード

○浚渫土砂の運搬(案)
： 土運搬船→揚砂場→ベルトコンベヤ→ストックヤード
⇒ 土砂の運搬方法はダンプトラック等とコスト比較し決定
⇒ 掘削施工方法(機械・設備含む)の検討
⇒ 浚渫施工方法(機械・設備含む)の検討
⇒ ベルトコンベヤの概略設計
⇒ 揚砂場の概略設計

堆砂対策量

○毎年の堆砂対策量 ： 55万m3（年平均堆砂対策必要量)
○検討フローに沿ってマージン掘削量を検討

⇒ マージン掘削量の決定

恒久堆砂対策工法の実行可能性調査
<地域社会・環境への影響・対策>

○洪水時濁水の影響低減
： 下流河川還元操作は佐久間ダム流入量600m3/s以上で実施

○ストックヤードに集積した土砂の流出
： 水理模型実験、流出型置土実験、環境型置土実験
⇒ 水理模型実験計画の策定 → 実験実施
⇒ 流出型置土実験計画の策定 → 実験開始、モニタリング
⇒ 環境型置土実験モニタリング
⇒ 秋葉ダムスルーシング実験計画の策定 → 実験開始、モニタリング

【経緯】 佐久間ダムに流入する土砂の処置が可能な工法について、専門家からの意見・助言を聴くことを目的として、
平成28年2月に「天竜川ダム再編事業 恒久堆砂対策委員会」を設立

【内容】 恒久堆砂対策工法に係わる検討・設計

【事業費】 約９０百万円

赤字：委員会で今後議論する事項
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３）個別説明 置土実験（測量設計費）

【経緯】 ダム直下から海岸までの物理環境・生物環境について検討するため、有識者・専門家で構成する天竜川ダム再編事業
環境検討委員会を開催（H18年度～H19年度）。委員会では、物理環境の変化や生物環境への影響の予測・評価とともに、
モニタリング計画を立案。 → この計画に基づき置土実験を実施

【内容】 佐久間ダム下流約５kmに約２万m3を置土。置土の流出状況と河床状況の変化を把握

【事業費】 約１５０百万円

■置土位置図

佐久間ダム

Ｈ２８置土予定箇所
（調整中）

船明ダム

新豊根ダム

秋葉ダム

佐久間ダム

水窪川

大千瀬川

H26年度

H25年度

H28年度
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【経緯】 ダム直下から海岸までの物理環境・生物環境について検討するため、有識者・専門家で構
成する天竜川ダム再編事業環境検討委員会を開催。（H18年度～H19年度）

委員会では、物理環境の変化や生物環境への影響の予測・評価とともに、モニタリング計
画を立案。 → この計画に基づきモニタリング調査を実施

【目的】 事業の実施前後の状況を継続的に捉え、物理環境・生物環境のメカニズムの把握・解明、
予測結果等の検証を行う。

【内容】

【事業費】 約７０百万円

魚類調査

佐久間ダム

調査位置図

静岡県

愛知県

新東名高速道路

東名高速道路

東海道本線 浜松駅
東海道新幹線

国道１号

基準地点：鹿島

底生動物調査

下流河川

河口域

水質調査

船明ダム

秋葉ダム

調査範囲

長野県

３）個別説明 モニタリング調査（測量設計費）

調査項目 佐久間ダム下流 河口域

魚類調査 ●

底生動物調査 ●

付着藻類調査 ●

アユの繁殖・生息状況調査 ●

洪水時魚類分布調査 ●

河口域稚仔魚調査 ●

水質調査 ●
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・猛禽類調査
（クマタカ等）

・その他項目

猛禽類調査状況イメージ

調査・予測・評価項目の内容
1．事業概要
2．流域概要

（地域の自然的状況、地域の社会的状況）
3．環境影響評価項目の内容
4．環境影響評価の概要

4.1大気環境（粉じん・風向・風速）
4.2騒音
4.3振動
4.4水環境
4.5地形及び地質
4.6動物

（河川域、陸域）
4.7植物

（河川域、陸域）
4.8生態系

（上位性（猛禽類）、典型性、特殊性）
4.9景観
4.10人と自然との触れ合いの活動の場
4.11廃棄物

調査計画の立案

猛禽類調査
（クマタカ等）

H28年度 H29年度

環境レポート
とりまとめ

H30年度以降

３）個別説明 環境調査（測量設計費）

■調査位置図 ■調査概要

■調査計画

【経緯】 天竜川再編事業による環境レポートを平成３０年度までにとりまとめ、「天竜川ダム再編事業環境レポート委員会（仮称）」
に諮り、工事開始前の平成３２年度に公表を予定。

【内容】 調査計画立案、猛禽類調査

【事業費】 約３５百万円

平成28年度調査内容
・行動圏

（採食場所、行動圏の面積など）
・営巣場所

（つがいの巣の数、営巣木の樹種など）

■環境レポートの作成内容（案）
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